


 【要旨】研究班の方針に沿って超低出生体重児のための早期介入の外来を運営している.

我々の早期介入の特徴は(1)超低出生体重児を対象にした(2)1 歳から早期介入を開始し 2

年間でコースを終了する(3)保母や臨床心理士だけでなく各種の職種がスタッフとして入

っている(4)母親のフリートーキングの時間を設けた(5)外来として診療報酬をとっている

ことである.


